
普
通
加
熱
淋
菌
「
ヲ
ク
チ

免
疫
限
止
物
質
ノ
立
護

抗

淋

菌

凝

集

素

産

生

ン

」

中

－

一

含

有

セ

ラ

ν 
タ
)11 

第
三
報

ノ

間

害

京
都
帝
園
大
皐
密
接
・
部
外
科
教
室
（
烏
潟
教
授
指
導
〉

大

皐

院

畢

生

署

皐

士

平

田

卓

〔
内
容
妙
銭
〕
淋
菌
ヲ
寒
天
面
ヨ
リ
掻
キ
探
リ
蒸
飽
水
ヲ
以
テ
商
浮
瀞
液
（

7

0
中
0
・0
0
一
四
銘
）
ヲ
作
目
、
数
日
間
氷
室
中
ユ
放
置
シ
タ
ル
モ
ノ
ヨ

P
陶
土
壁
油
価
過
－
一
テ
生
滅
液

〈

N
・F
－
〉
ヲ
得
。
英
一
部
ハ
二
十
分
間
部
略
兵
百
度
－
ア
加
熱
シ
テ
煮
溶
液
（
F
－K
・二
O
V
ト
ナ
シ
、
何
レ
一
一
モ

0
・
八
五
%
ノ
会
腫
及
ピ

0
・
五
%
ノ
石
炭
酸
ヲ
加
へ
タ
り
。
制
剖
照
ト
シ
テ
ハ

0
・
五
%
石
炭
酸
加
0
・
八
五
%
食
閥
脱
水
ヲ
採
リ
9
9
。

家
兎
二
頭
宛
一
群
ト
ナ
シ
F
－K
ニ
O
、
N
・F
－
及
ピ
封
照
食
盤
水
ノ

0
・
五
、
一
・
O
及
ピ
了
五
姥
一
一
体
研
製
淋
菌
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
或
ハ

7

0
銘
宛
7
加
へ
テ
耳
静
脈
内
へ

注
射
セ

P
。

注
射
前
血
清
並
ユ
注
射
後
五
日
、
十
日
、
十
五
日
、
二
十
日
目
血
清
ユ
就
テ
淋
菌
ュ
艶
ス
ル
凝
集
反
際
ヲ
検
査
セ
リ
。
英
結
果
下
ノ
成
績
ヲ
得
夕
日
。

一
、
注
射
盆
同
一
ナ
ル
毛
ノ
昌
於
テ
血
中
最
大
ノ
凝
集
債
ヲ
一
京
セ
ル
動
物
ハ
常
二
魚
沼
波
動
物
－
一
シ
テ
、
生
滅
液
動
物
之
z

次
ギ
、
謝
照
動
物
ノ
ソ
レ
ト
大
同
小
異
ナ
F
キ。

二
、
鴻
液
並
－
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
／
量
ヲ
獲
化
シ
テ
同
様
／
賓
験
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ユ
同
様
ノ
結
果
ヲ
待
夕
日
。

以
上
ノ
賓
験
結
果
ユ
ヨ
リ
テ
淋
菌
＝
濁
ス
ル
血
中
抗
穂
／
産
生
セ
ラ
ル
、
際
＝
モ
亦
「
イ
ム
ペ
ヂ
y
」
現
象
立
読
セ
ラ
レ
タ

p
。

緒

卵
黄
寒
天
培
養
淋
菌
ノ
浮
瀞
液
ヨ
リ
ノ
得
タ

Y
案

櫨

液
A

其
ノ
生
鴻
液
ヨ
リ
毛
停
研
製
淋
菌
普
通
加
熱
「
ヲ
グ
チ
シ
」
ヲ
以
－
プ
セ

Y
「
オ
プ
ソ
－
－

y
」
及
ピ
増
容
素
ノ
産
生
ヲ
強
度
－
一
促
進
ス

Y
モ
ノ
ナ

Y
コ
ト
A

余
等
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
鼠
－
一
貫
験
的
－
一
立
詮
セ
ク

V

タ
リ
ノ
。
ヨ

A

全
ク
生
鴻
液
－
一

A

「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ヲ
合
有
ジ
抗
櫨
産
生
ア
阻
止
ス
M
Y

－
－
反
ジ
美
穂
波
中
二

A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ガ
非
働
性
ト
ナ
リ
ノ
居
日
ノ
ア
業
ノ
溶
解
性
抗
原
ガ
強

犬

ナ
U
F

喰
燈
作
用
ヲ
惹
起
セ
ジ
ム

y
iガ
潟
ナ

y
。

余

等
A

此
等
ノ
寅
験
－
一
供
セ
ジ
同
一
血
清
－
一
就
ア
凝
集
反
鷹
ヲ
モ
一
槍
シ
凝
集
素
産
生
－
一
際
ジ
ア
モ
亦
果
ジ
ア
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ヲ
立
誇

言

第
六
谷

，..、
原

箸
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第
六
谷

F『

原

著......, 

平

国

一問。

（第
十一日
披

一
四

O
）

ジ
得
Y
ヤ
！ヲ
検
シ
ダ
叩
ノ
。
以
下
記
遁
ス

Y
所
ノ
モ
ノ
卸
チ
是
ナ
9
0

賓

験

材

料

－
、
淋
菌
生
漉
液
N
・
F
－

淋
菌
卵
黄
寒
天
四
十
八
時
間
培
養
基
一
面
ヨ
リ
白
金
耳
－
一
ア
商
出
口
ヲ
掻
キ
採
リ
ノ
蒸
舘
水
中
ェ
平
等
－
一

浮
瀞
セ
シ
ム

。
菌
容
量
ヲ
測
Y

－
一
烏
潟
致

授
ノ
沈
澱
計
二
ア
二
度
目
印
チ
一
一
括
中
約

0
・
0
0
一
回
路
ナ

P
キ
。
此
ノ
淋
菌
蒸
館
水
浮
酔
液
ヲ
氷
室
－
一
一
放
置
ス

Y

コ
ト
数
日
、
究
デ
d
y
－K
’

州
川
汁
訂
引
川
氏
陶
土
端
、
過
器
－
一
－
プ
滅
過
ジ
夏
－
一

0
・
八
五

μ
ノ
割
合
一
一
食
鞭
ト

0
・玉

μ
ノ
割
合
一
一
石
山
東
酸
ト
ヲ
加
ヘ
タ

y
。全
ク
無
色
透

明
水
様
ノ
液
ナ
uノ。

二
、
淋
菌
煮
濡
液
E
・
E
－ニ
C

前
記
生
癒
液
ノ
一
部
ア
試
験
管
内
ニ
一
熔
封
シ
構
氏
一

O
O度
－
一
沸
騰
シ
ッ
、
ァ

Y
重
湯
煎
中
－
一
－
7
二
十
分
間
加
熱
シ
タ

y
。
此
際
何
等
ノ
沈

澱
毛
脅
生
セ
ズ
、
液
A

依
然
ト
シ
ア
無
色
透
明
水
様
ノ
液
ナ

y
キ。

’
一
二
、
針

照

0
・
八
五
%
食
鞭
水
－
一

0
・
五

μ
ノ
割
合
－
一
石
炭
酸
ヲ
加
ヘ
タ

y
。

回
、
琳
菌
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」

大
日
本
帝
幽
政
府
侍
染
病
研
究
所
製
造
ニ
ヵ
、
リ
第
一
貫
験
－
－
用
ヒ
タ

Y

モ
ノ
A

昭
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日
製
造
八
十
五
競
ト
記
就
ジ

ア
費
寅
セ
ラ
レ
タ

Y
モ
ノ
、
第
二
貰
験
－
一
用
ヒ
タ

Y
モ
ノ
A

昭
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
製
造
八
十
五
蹴
ト
記
就
ジ
ア
費
貰
セ
ラ
レ
タ

Y

モ
ノ

ナ
ソ
。
雨
者
共
－
一
菌
容
量
ヲ
測
M
Y

－
－
鳥
潟
一致
授
ノ
沈
澱
計
ニ
ア
二
度
目
印
チ
一
括
中
約

0
・
0
0
一
四
括
ノ
商
韓
ヲ
示
シ
タ
ク
。

五
、
凝
集
反
腰
検
査
問
菌
液

淋
菌
卵
黄
寒
天
四
十
八
時
間
培
養
基
面
ヨ

y
菌
苔
ヲ
採

y
0
・
八
五
%
食
関
水
中
ニ
平
等
ニ
浮
併
セ
ジ
メ
、
六
十
度
三
十
分
加
熱
殺
繭
シ
、
更

＝0
・
五
M
Y
ノ
割
合
－
一
石
山
沢
酸
ヲ
加
ヘ
タ
リ
。
菌
容
量
A

鳥
潟
教
授
f

沈
澱
計
－
一
ア
三
千
岡
樽
三
十
分
間
－
一
，
ァ
二
度
目
印
チ
一
括
中
約

0
・
0
0



一
回
路
ナ
リ
ノ
キ
。
因
ミ
：
一
金
賞
験
ヲ
通
ジ
ア
同
一
材
料
ヲ
使
用
ス

Y
タ
メ
－
二
時
－
一
多
量
ヲ
製
ジ
タ

y
。

六
、
賓
騒
動
物

二
研
内
外
ノ
新
鮮
健
康
ナ
Y
雄
家
兎
ヲ
使
用
セ
叫
ノ
。

凝
集
反
腰
検
査
方
法

可
検
血
清
ァ

0
・
八
五
外
食
臨
水
－
一
ア
十
倍
、
五
十
倍
、
三
百
倍
、
五
百
倍
－
二
柿
制
作
ジ
、
各
一
・

O
括
、

0
・
五
路
、

0
・
二
五
蛇
ヲ
各
試
験
管
ェ
取

η
ノ
、
此
ニ
食
関
水
ノ

0
・
五
托
及
ど

0
・
七
五
托
ヲ
加
ヘ
ア
全
量
ヲ
各
了

O
括
ト
ナ
ジ
、
夏
－
一
前
記
凝
集
反
感
用
菌
液
一
・

O
括
ヲ
加
へ
金
量
ヲ

一一・

O
括
ト
セ
リ
ノ
内
従
－
プ
血
清
稀
蒋
度
三
一

O
、
四

O
、八

O
、一

ocit－
－
－
：
：
倍
ト
ナ
レ

Y
課
ナ
リ
。
此
ヲ
三
十
七
度
ノ
解
卵
器
内
ニ
三
時
間
入

v
、
取
リ
出
ジ
ア
室
温
ニ
静
置
シ
翌
日
葉
結
果
ヲ
観
察
セ

y
。

而
シ
－
ア
凝
集
程
度
ノ
判
定
二
際
シ
ア
A

確
貫
一
一
凝
集
セ
U
Y

毛
ノ
ヲ
「
十
」
ト
ジ
疑
問
ノ
モ
ノ
叉
A

陰
性
ノ
モ
ノ
A

「
＋
こ
叉
A

「
一
」
ヲ
以
ア
記

ジ
タ
ソ
。
従
－
プ
貫
験
結
果
ノ
正
確
ヲ
期
ス

Y
タ
メ
確
貫
－
一
菌
凝
集
ヲ
認
メ
得
タ
Y
「
＋
」
ノ
限
度
ヲ
以
－
プ
凝
集
一
債
ト
定
メ
タ
リ
ノ
。

賓

験

法

家
兎
六
頭
ヲ
以
ア
一
群
ト
ナ
シ
甲
、
乙
、
丙
三
群
ヲ
準
備
ス
。
第
一
賓
験
－
一
於
－
Y
A
甲
群
ノ
内
二
頭
一
二
蓑
鴻
液

0
・
五
路
、
他
ノ
二
頭
－
二
生

鴻
液

0
・
五
括
、
残

y
ノ
二
頭
－
二
割
照
ト

γ
ア
0
・五

μ石
山
灰
酸
加

0
・
八
五
拘
食
聴
水

0
・
玉
耗
－
一
各
淋
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
」
0
・
五
詑
宛
ヲ
加
ヘ

ア
耳
静
脈
内
へ
注
射
セ

y
。
乙
群
－
二
同
様
ノ
方
法
－
一
ア
前
記
ノ
生
・
煮
鴻
液
並
－
一
封
照
各
一
・

O
括
－
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン

L
0・
五
括
宛
ヲ
加
へ
、

丙
群
－
一
ア
A

生
・
蓑
鴻
液
並
一
一
封
照
各
一
・
五
括
－
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン

L
0
・
五
施
宛
ヲ
加
ヘ
ア
耳
静
脈
内
ニ
注
射
セ

7
0

第
二
賓
験
－
一
一
於
－
プ
モ
亦
全
ク
同
様
ノ
方
法
一
一
ヨ

9
甲
群
－
一
A

生
・
業
鴻
液
及
ピ
封
照
各

0
・
五
耗
－
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
了

O
括
宛
ヲ
加
へ
、

乙
群
－
二
生
・
業
櫨
液
並
ユ
山
首
照
各

7
0詑
－
一
淋
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
」

7
0耗
宛
ヲ
加
へ
、
丙
群
一
－
二
生
・
蓑
漉
液
並
－
一
封
照
各
了
五
括
－
一
淋
菌

「
ヲ
グ
チ
ン
し
て

O
括
宛
ヲ
加
ヘ
ア
耳
静
脈
内
ニ
注
射
セ

9
0

注
射
ノ
際
A

常
－
一
同
一
注
射
器
ヲ
用
ヒ
、
生
・
蓑
櫨
液
並
－
一
「
ヲ
ク
チ
シ
」

A

各
同
一
容
器
ヨ

9
採
y
、
耳
静
脈
ヨ
日
ノ
唯
一
回
二
注
射
セ
時
ノ
。

方
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六
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原
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法
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射 五ニニー 0 0 0 0 0 0 0 
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三五二五 重
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煮
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十日目 ＋＋＋＋＋＋＋＋｜一一 2300 

生
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2150 
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液 五 一 十五日目 ＋占＋＋＋＋＋ 土一一一 2240 
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2150 
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照 五 一
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生
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注
射
前
並
ニ
注
射
後
五
日
目
、
十
日

目
、
十
五
日
目
、
二
十
日
目
ニ
試
験
的

採
血
ヲ
ナ
ジ
同
日
直
チ
ニ
凝
集
反
感
ア

検
査
セ

y
。
第
三
賀
験

本
質
駿
－
一
一
於
－
7
A
淋
前
「
ヲ
ク
チ
ン
」

注
射
量
ヲ

0
・
五
括
ト
セ
廿
ノ
。

各抗原0.5巴.c.加Lワタチシ「0.5c・C・注射＝ヨル家兎
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0
・
五
括
－
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」

0
・
五
銘
宛
ヲ
加
ヘ
ア
注
射
セ

y
。
貫
験
結
果
A

第

一
表
品
示
＋
ノ

ν
タ
9
0
街
ホ
平
均
凝
集
償
ヲ
求
メ
ア
第
四

表
－
一
記
ジ
、
更
－
一
之
ア
第
一
国
－
一
闘
示
セ

9
0

所

見
－
、
業
鴻
液
動
物
産
生
ノ
凝
集
債
A

十
五
日
目
、
十
日
目
ニ
最
高
ト
ナ
リ
了
・
一

O
O
O
三
連
シ
、
二
十
日
目
ニ
於
ア
毛
一
：
八

0
0
7
保

二
、
生
滅
液
動
物
－
一
－
プ
A
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電車4く母印 【民柳】 臣ト 沼 1同盟 （寺前訴事5 1同国）

Von 

Dr. T. HIRATA. 

〔Ausdem Laboratorium clcr Kais. chirurg. l'niversitiiblミlinik,Kyoto. (Prof. Dr. R. TυRIKATA.）〕

¥Vir haben die in I. bzw. II.川itteilungenvなhnten Antisera des weiteren auf ihr Gonokokken agglutinierendes 
Vermδgen gepriift und die in folgenden Tabellen wsammengestellten Resultate erhalten: 

Tabelle I. 

Agg!utinintiter 

Testmaterial持 Menge …i…Injektion u. z a皿
Injektion 5・Tag IO・Tag 15.1、ag 20・Tag

;¥TaCl Li¥叫mg Je zc旧 6oo 700 800 700 
N.F. 0,5 200 6oo 700 900 700 
F. I王.zo' ccm zoo 700 900 1000 800 

NaCl-Laoung Je zoo 400 700 6oo ∞。
N.F. r,o zoo 6oo 700 900 6oo 
F. I三.zo1 ccm zoo 700 800 1000 700 

NaCJ.Losung Je zoo 400 ∞。 ぉ。 500 
N.F. 1,5 zoo 400 800 6oo 品。
F.K. zo’ ccm zoo 700 800 800 700 

勢 JedesT白t皿aterialwar mit o・5ccm der Gonokokkenvakzine vermischt 
und das Gemisch wurde z Kaninchen, die eine Gruppe bilden, iv. einverleibt, 
um den Gang der Agglutinmerzeugung im Blute zu verfolgen. 



Tabelle II. 

Agglutinintitc:r 

’restmate1ml’e Menge Vor der Nach der Injcl；、tion,u. z. am 

Injektion 
5’fag / 10. Tag 15. Tag 20. Tag 

NaCl-LC.sung 1e 200 700 700 白o 500 

N.F. 0・5 200 加 ｜700 品。 400 

F. K..20’ ccm 200 800 600 600 

NaCl-LC.sung Je 200 700 500 500 

N.F. 1,0 200 6oo 700 6oo 

F. K.20’ ccm 2C旧 600 i 800 800 
／ 

Na Cl I .ooung Je 200 700 700 500 

KF. 1,5 200 品。 6oo 500 

F. I三.20’ ccm 200 800 i 800 900 700 

持 JcdesTestmaterial war mit 1.0 ccm der Gonokokl、enval、Line,・ennisch t 
und das Gemisch wurde 2 Kaninden, die eine Gruppe bikkn, i、.eim•erleibt, 
um den l;ang der Agglutininerzeugung im Blute zu \•erfolgen. 

Zusammenfassung. 

r) Die in der I. bz¥L II. Mitteilung ern・ahnten Sera verhielten sich agglutinatori~ch zu einander genau glじich

wie bei der Unte r~uchung uber 01川οmin(I. 1～iittei!ung) und den volun 

2) Z山 ammenf;礼邑忌e1 wurde nachgewiesen, class die erworbene Immu叫礼 diesich in Erze噌 ungdes 。p,;onins,
Agglutinins bzw. dピメ voluminierendenAntikorpers dokumentiert, bei den Nativantigen-Tieren eine betrachtlich kleinere 

ist als bei den Koktoantigen-Tieren. 

総4く~ 【（！！§榊】 Rト E ！附同 （総＋：~.室長 ！桝i司）



額rn~ 【路神】 E
 

広
川 I ifi ~（ （奇襲？主総 I ;..;; 1( > 

3) Dar；山 gehthen·or，山~s clas ］＇＼；山 1州 geneine die Enrerbung der Im1山 nitiitbehinc¥ern恥 Sub淀川zenth:i.lt 
und die an見ichdw℃h Erhitzung-bei 100°C "-:'lht℃nd 20 Minutcn inakti¥・iert ¥1・erden kann. 
4) ＼＼’ir l州 i1mensomit zum Sch :-,se, cl《1メメ <lasIn収！in’w lche呂凶chtm 仁lieI》rε：izi1此山川仁lieI~on 

bin clung討real、tion’討οnclern auch die Phag・o7.）七；）メe behind巴rt, auch auf die Er・1γerbun三 cle1・ Irnnrnnitλthem mendじ
I Einfhisse au汎ibt.

5) Die Behinclerung cler Phagozyto"e bedeutet u. a. e iner~近its die clじrakti¥-en En1・erbung clピrImmunit辻tuncl 
ancle1・seit:-: die Erh心hung cler Toxizit品tder al:-: Immunog-en ein n~ rleibtじ 11 Sub北 rnze n, ＼＼＂山 1γirmit Torikata aいdiピ
imrnunol og-i~che Trias bじ？.eiclmen(A山】同会rat).


